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１ 研究活動の方針
新潟市小学校教育研究協議会は昭和２４年に創設され，今年度６１年目になる。

平成１７年に近隣市町村との合併により会員数が増加し，平成２２年度は２６２８
名を数える。下記の方針の下，実践的な研究活動の推進に当たっている。
（１）新潟県及び新潟市の小学校教育の課題解決を目指すとともに，各学校の指導

の改善に資する実践的研究を推進する。
（２）年間９回の「市小研の日」を中心に２０の研究部が自主的に研究を推進し，

毎年３つの研究部がその成果を発表する。
（３）各研究部の主体性を尊重し，研究体制や運営を工夫し効果的な研究推進に努

める。
（４）研究発表会の開催，研究紀要「教育実践 （年１回）及び会報の刊行（年２」

回）等により，研究の質的向上とその波及に努める。

２ 研究活動の実際
（平成２２年８月１８日（水）会場：新潟テルサ）（１）研究発表会の開催

午前と午後の２回開催し，全会員が一堂に会する発表会である。
今年度は，音楽部，学校図書館部，情報教育部が研究発表を行い，各部担当

理事が指導した。その研究主題は以下の通りである。
①音楽部 「楽しく音楽とかかわり 自ら考え 表現や鑑賞を豊かにする

子どもを目指して」
② 「本との出会いを生み出し，豊かな心を育てる読書指導」学校図書館部
③ 「他とのかかわり合いの中で，自分の考えを深めていく子ども情報教育部

を目指して～【わくわく情報教育モデル】の作成を通して～」
（２）各研究部の活動（ 市小研の日」の活動）「

各教科，総合学習，外国語活動，道徳，特別活動，学校図書館，生徒指導，
， ， ， ， 。特別支援教育 保健 給食 学校事務 情報教育の２０研究部を設置している

各研究部では，研究主題，研究内容，研究方法等を明確にした年間事業計画に
基づき，授業研究，講演会，実技指導など会員のニーズを生かした活動を自主
的・継続的に行っている。

（３）会報及び研究紀要の刊行
会報「市小研だより」を年２回発行，研究紀要「教育実践」第５４号を発刊

する。

３ 市小研が主管した主な事業
（１）図画工作実技講習会 ８月１９日（木） 立仏小学校
（２）第３３回児童による情報交換会 ９月２２日（水） 黒埼市民会館

新潟市総合教育センター（３）第４６回児童生徒科学研究発表会１０月 ６日（水）
（４）第５６回小学校音楽祭『にじいろ音楽祭』

新潟市民芸術文化会館１１月１７日（木）～１９日（金）


